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ASTERIA導入企業数5,471社
Handbook導入件数1,027件

Handbook出荷

株式上場

ASTERIA WARP出荷

ASTERIA R2出荷

Asteria for RosettaNet
販売開始

P3くわしくは中期経営計画

“ Triple Twenty ”
営業利益率20%台 フロー売上率20%台海外比率20%台

P r o f i l e

私達インフォテリアは、インターネットという巨大ネットワークを活用した
新たな「つながり」によってもたらされる企業価値創造の変革こそが、
これからの社会のありようの進化であると確信しています。

「ASTERIA」や「Handbook」をはじめとする製品群、卓越した先見性と技術、
そして豊富な実績をベースに、インフォテリアは、人と人、ビジネスとビジネス、
そして世界を「つなぐ」エキスパートとして、企業の価値創造を飛躍的に高める
ソフトウェアとサービスを開発・提供し、社会に貢献してまいります。

※実績につきましては日本基準での表記とさせていただいております。

「つながり」による価値の創造。

経営理念
インフォテリアは、
３つの経営理念を基に、

世界中に価値を提供する企業となるべく
挑戦を続けています。

発想と挑戦
自由闊達な発想と挑戦を尊ぶ。時
代をリードするイノベーションは新
しい発想から生まれる。その実現
のために、リスクを取ることを厭わ
ず、常に新たな可能性に挑戦する。

幸せの連鎖
幸せを連鎖させる。自ら幸せを
感じる誇りある活動を営むこと
で、お客様の幸せに貢献し、ひ
いては社会の進歩発展に寄与
する。

世界的視野
常に世界市場を視野に入れる。
世界的に存在価値のある独自
性を持った製品やサービスを
提供する。

売上高と沿革

代表取締役社長 / CEO　平野  洋一郎

インフォテリアのビジョン「つなぐ」は、
システム、ヒトからモノへと
未来に向かって着実に進化しています。

　株主の皆様には、平素より格段のご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。当連結
会計年度における業績は、売上高1,592百万円（前期比9.7％増）、営業利益312
百万円（前期比345.0％増）と増収増益となり、特に収益面で大きな改善を果たすこ
とができました。また、期末配当につきまして3円10銭（前期は3円00銭）とさせて
いただいております。
　今後におきましては、新たに策定しました中期経営計画の達成に向けた諸施策を
実施することで、当社事業の拡大とさらなる企業価値の高揚に取り組んでまいりま
すので、今後のインフォテリアにご期待ください。

ご あ い さ つ
Top Message
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中 期 経 営 計 画 （2016 年度 〜2018 年度）
Medium-Term Business Plan

インフォテリアでは、今後の成長を見据え、
2016年度から2018年度にかけての中期経営計画を発表いたしました。
まず、全社的な目標として、売上高24億円、営業利益6億円とし、
これを実現するためのテーマとして“Triple Twenty”を掲げています。

営業利益率につきまして、今期目標値に近い19.6%
を達成しておりますが、本計画の最終年度ではぎり
ぎりの20％ではなく、その先までも見据えた25%を
計画値として進めてまいります。

“Triple Twenty”

営業利益率を20%台に増やす

2015年度比

売上

1.5倍
２４億円

営業利益

2倍
6億円

“Triple D”
これから起こることとして、インフォテリアでは3つの“D”について考えています。

ひとつは「Data」、もうひとつは「Device」そして、「Decentralized（分散化）」のDです。
これらはいわゆるクラウドをベースとしたビジネス基盤が構築される現代において、

インフォテリアがこの3つの“D”を実現し、加速させるソフトウェアを提供していきます。

データのみがIT資産になる デバイスが不可欠なインフラになる 分散して協調ができるようになる

ata (Big Data & AI)D evice (Smart & IoT)D ecentralizedD

これからも新たな技術、新たなソリューションを
つないで、新たな価値を創造するベースとして、
ASTERIAは領域を拡大し
てまいります。

Handbookはさらにスマートフォンでの利用、新
Windowsへの対応など、その利用用途をさら
に拡大してまいります。

また、中期経営計画の期間中に3つの新たな
ソフトウェアをリリースいたします。これらは
ASTERIAを中心に、データを中心とするビジネ
ス基盤をノンプログラミングで構築することが
できる環境を提供してまいります。

ASTERIA ▶︎ 領域拡大 Handbook ▶︎ 用途拡大 3つの新規製品をリリース

社長の平野による決算説明会の動画をホームページでも公開中です
https://www.infoteria.com/jp/ir

IoT対応の
エッジ・ミドルウェア

“Gravity”
（2016 - 日本語版/

英語版）

“Hawking”
（2016 - 英語版から）

“Tristan”
（2016 - 英語版から）

組織を超えた
コンテンツプラットフォーム

IoTアプリの
ノンプログラミング開発

インバウンド、BCP等の新用途
これまでは特定組織内対象3

新Windows環境への本格（UWP）対応
これまではユーザーの８割がiOS2

スマートフォンでの利活用促進
これまではタブレット中心1これから・・・

FinTech AI Blockchain

IoT Robot

2014年度 2015年度 2018年度

19.6%

4.8%

25.0%

2015年度 2018年度

フロー型
売上40%

2015年度 2018年度

1.2%

20%
フロー型
売上25%

ストック型
売上60% ストック型

売上75%
・ASTERIAサポート
・Handbook
・新製品

これからの着実な売上高拡大のために、全体にみ 
るフロー型（単発型）売上の比率を20％台まで低減 
させてまいります。安定成長につながるストック型

（継続型）の売上拡大を図ることで、中期経営計画
の達成をより確実なものとします。

フロー売上率を20%台に減らす

2014年度 2015年度 2018年度

19.6%

4.8%

25.0%

2015年度 2018年度

フロー型
売上40%

2015年度 2018年度

1.2%

20%
フロー型
売上25%

ストック型
売上60% ストック型

売上75%
・ASTERIAサポート
・Handbook
・新製品

2015年度は国内の活動が活発で海外売上比率は
前期より減少していますが、２０％を目標に増大させ
てまいります。このため2016年度以降の新製品は、
英語版からリリースすることを基本方針にするなど、
世界に向けた製品開発を強化してまいります。

海外比率を20%台に増やす

2014年度 2015年度 2018年度

19.6%

4.8%

25.0%

2015年度 2018年度

フロー型
売上40%

2015年度 2018年度

1.2%

20%
フロー型
売上25%

ストック型
売上60% ストック型

売上75%
・ASTERIAサポート
・Handbook
・新製品
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財 務 ハ イ ラ イ ト
Financial Highlights
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■総資産　■純資産 ■自己資本（百万円）　■自己資本比率（%）

2015/3
売上高 (百万円）

2014/3 2016/3

1,4511,487 1,592

営業利益 経常利益

親会社株主に帰属する当期純利益 総資産／純資産 自己資本／自己資本比率

1株あたり純資産 研究開発費 キャッシュ・フロー計算書
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△110 1,902
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現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動
による

キャッシュ・フロー

投資活動
による

キャッシュ・フロー

財務活動
による

キャッシュ・フロー

現金及び
現金同等物の
期末残高

当連結会計年度における売上高は1,592百万円（前期比9.7％増）営業利益は312百万円（前期比345.0％増）、経常利益は283百万円（前期比
703.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は68百万円（前期は親会社株主に帰属する当期純損失75,872千円）となりました。

IRメルマガ配信中
インフォテリアの最近のニュースや
トピックス、キャンペーン情報などを、

「Infoteria VISION@Mail」として
配信いたします。

https://www.infoteria.com/jp/contact/mail/ir_entry/

こちらから
ご登録

いただけます

株主メモ
事業年度		  　毎年4月1日から翌年3月31日まで
証券コード		 　3853
上場証券取引所	 東京証券取引所（マザーズ市場）
決算期日	 3月31日
定時株主総会	 毎年6月
基準日	 3月31日
公告の方法	 電子公告　ただし、やむを得ない事由により、
	 電子公告によることができない場合は、
	 日本経済新聞に掲載する方法により行います。
株主名簿管理人	 三菱UFJ信託銀行株式会社
同連絡先	 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
	 〒137-8081 東京都江東区東砂七丁目10番１１号
	 通話料無料 0120-232-711
特別口座の口座管理機関	 三井住友信託銀行株式会社
同連絡先	 三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
	 〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
	 通話料無料 0120-782-031
ホームページ	 https://www.infoteria.com/
ご注意
●	株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）

で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。
	 株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
●	特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三井住友信託銀行株式会社が口座管理機関と 

なっておりますので、三井住友信託銀行株式会社にお問い合わせください。株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行株式会
社ではお手続きできませんのでご注意ください。

●	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

会社概要 （2016年3月31日現在）

商　号	 インフォテリア株式会社
	 Infoteria Corporation
設　立	 1998年9月
本　社	 〒140-0014
	 東京都品川区大井一丁目47番1号  

NTビル10F
	 TEL：03-5718-1250
西日本事業所　〒530-0001
	 大阪府大阪市北区梅田二丁目4番13号 

阪神産經桜橋ビル 3F
	 TEL：06-6344-1065
資本金	 11億3,846万円
事業内容	 XMLを基盤としたソフトウェアプロダク

トの開発・販売
従業員数(連結)	 71名
海外拠点 （2016年4月1日現在）

● Infoteria America Corporation
● ‌� 福天（杭州）信息科技有限公司 

Infoteria (Hangzhou) Information Technology Co., Ltd.
● ‌� 天（上海）貿易有限公司 

Infoteria China Co., Ltd.
● Infoteria Hong Kong Limited
● Infoteria Pte. Ltd.

役員の状況 （2016年6月18日現在）※は社外役員

代表取締役社長 / CEO 平野　洋一郎
取締役 ※ 田村　耕太郎
取締役 ※ Anis Uzzaman
取締役 ※ 五味　廣文
常勤監査役 ※ 赤松　万也 
監査役 ※ 井上　雄二
監査役 尾崎　常行
監査役 ※ 小口　光 
執行役員 副社長 / 最高技術責任者 北原　淑行
執行役員 / 最高財務責任者 齊藤　裕久
執行役員 黄　曦

infoteria VISIONについてのアンケートご協力のお願い
infoteria VISIONを最後までお読みいただきましてありがとうございました。
インフォテリアWebページ上に本号に関するアンケートをご用意いたしまし
たので、お手数ですが、回答のご協力をお願い申し上げます。なお、ご回答いた
だいた方の中から抽選で20名様に500円のQUOカードを進呈させていただ
きます。

https://www.infoteria.com/jp/contact/enq/ir_2016/アンケートページはこちら

インフォテリア、ASTERIA、Handbookは、インフォテリア株式会社の登録商標です。
その他、各会社名、各製品名は各社の商標または登録商標です。

QRコード

株式情報 （2016年3月31日現在）

発行可能株式総数	 44,600,000株
発行済株式の総数	 15,403,165株
		  (自己株式554,202株を含む)
株主数		  12,504名(前期末比8,920名増加)

大株主 （上位10名）

株主名
当社への出資状況

持株数（株） 出資比率（%）

平野　洋一郎 2,040,000 13.24%
北原　淑行  957,200 6.21%
日本証券金融株式会社  898,700 5.83%
株式会社SBI証券  560,000 3.63%
パナソニックインフォメーション
システムズ株式会社 550,000 3.57%

株式会社ミロク情報サービス 528,000 3.42%
古谷　和雄  240,000 1.55%
孫　小蕾  238,900 1.55%
マネックス証券株式会社  141,187 0.91%
中村　智史  124,800 0.84%

（注） １.	当社は自己株式554,202株を保有しておりますが、上記の表には
記載しておりません。

２.	持株比率は自己株式（554,202株）を控除して計算しております。

株式の状況 

その他の法人 0.31％
自己名義株式 0.01％外国法人等 0.30％
金融機関 0.03％証券会社 0.18％

個人・その他 99.17％所有者別
分布状況

その他の法人　8.94％

外国法人等 2.71％自己名義株式 3.60％

金融機関　　　6.28％
証券会社　　　5.80％

個人・その他 72.67％所有株数別
分布状況

会 社 情 報
Corporate Information

皆様の声をお聞かせください ！
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対談「インフォテリアが目指す未来」 インフォテリア株式会社 第18期報告書　2015.4.1～2016.3.31 インフォテリア株式会社

〒140-0014 東京都品川区大井一丁目47番1号 NTビル10F　TEL：03-5718-1250

T O P I C S

多様な価値観を尊重する社会に向けて
（ダイバーシティの推進）

インフォテリアのCSR活動

「猛暑テレワーク」の取り組みが
「第16回テレワーク推進賞」を受賞

猛暑日の予報で在宅勤務OK!?CSR メディア

　インフォテリアでは、性的マイノリティ（LGBT※）、外国籍、障がい者の雇用創
出に向けた活動を通じて多様な価値観を尊重する社会の実現を目指していま
す。この活動の一環として、2016年2月にLGBTコミュニティと社会との架け橋
を築き多様性あふれる社会づくりに貢献している（株）トロワ・クルールの増原裕
子氏、東小雪氏を講師にお招きしたLGBTに関する社内研修会を開催しました。
　インフォテリアでは創業当初より、採用や昇進において、性別、国籍、人種、宗
教、思想などにとらわれない姿勢を貫いてきました。性的マイノリティについて
も、従来からその思想を排除することなく尊重してきましたが、こうした方々の
採用を強化することでより一層のダイバーシティ
を推進する方針です。

＜セミナーの様子＞
https://www.infoteria.com/jp/news/newstopics/2016/03/03_01.php

※ レズビアン、ゲイ、バイセクシャル、トランスジェンダーの総称。

　2015年8月より開始した、最高気温35℃以上が予想された日にテレワークを推
奨する「猛暑テレワーク」の取り組みが「第16回テレワーク推進賞」で「テレワーク実
践部門 奨励賞」を受賞しました。インフォテリアではその後も様々なテレワークを
取り入れており、2015年12月には「ふるさと帰省テレワーク」を開始し帰省先での
テレワークを推奨、2016年3月11日には災害訓練として「震災テレワーク」を実施
し事業継続計画（BCP※）の枠組みのなかでもテレワー
クを活用しています。今後も社員の健康や家庭環境に
配慮した就業環境の充実に向けて、柔軟なテレワーク
の導入を計画しています。

※   通常業務の遂行が困難になる事態が発生した際に、事業の継続や復旧を速やかに遂
行するために策定される計画。
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ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
株
主
の
皆
様
に
お
願

い
し
た
い
の
は
、既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

守
り
な
が
ら
も
、新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。既
存
の
ト
ラ
ッ
ク
を
守
り
な
が
ら

も
、新
し
い
ト
ラ
ッ
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
。チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
必
ず

し
も
成
功
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
な
し
で
は
企
業

の
成
長
は
見
込
め
ま
せ
ん
。成
長
に 

向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
こ
そ

が
グ
ロ
ー
バ
ル
で
戦
う
企
業
に
と
っ

て
重
要
な
の
で
す
。

平
野
：
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
を
世
界
に

役
立
つ
会
社
に
育
て
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、言
わ
れ
た
こ
と

を
や
る
の
で
は
な
く
、ト
レ
ン
ド
の
流

れ
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。ウ
ッ

ザ
マ
ン
さ
ん
を
含
め
た
社
内
外
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
知
見
を
活
か
し
な
が

ら
、世
界
に
役
立
つ
会
社
を
目
指
し 

ま
す
。

五味　廣文
社外取締役

インフォテリアの社外取締役に就任しての意気込みをお聞かせください。新任取締役の声

この度、社外取締役に就任しました五味廣文でござい 
ます。私は金融行政に長く携わっており、また最近では経営
コンサルティング企業のアドバイザーやIT企業の監査役な
ども務めてまいりました。

インフォテリアでは、既存事業の拡大ならびにフィンテッ
クやIoTといった先進的な事業領域への展開を強化してい

ますが、私の経験を活かしながら中期経営計画の達成を 
サポートしていきたいと考えております。

また、企業の長期的な存続、繁栄を確実なものとするため
にも、上場企業としてのさらなるガバナンスの強化に向けて
的確な指導・アドバイスを行っていくことも私の使命である
と認識しております。どうぞ、よろしくお願いいたします。
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―
　ま
ず
は
、ウ
ッ
ザ
マ
ン
さ
ん
の
ご

経
歴
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Anis U
zzam

an

社
外
取
締
役（
以

下
：
ウ
ッ
ザ
マ
ン
）：
シ
リ
コ
ン
バ

レ
ー
に
拠
点
を
も
つ
フ
ェ
ノ
ッ
ク
ス
と

い
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
共
同

代
表
兼
C
E
O
を
し
て
い
ま
す
。フ
ェ

ノ
ッ
ク
ス
は
2
0
1
1
年
に
私
が
ゼ

ロ
か
ら
立
ち
上
げ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ

ピ
タ
ル
で
、現
在
は
日
本
を
含
む
ア
ジ

ア
、シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な

ど
の
65
社
以
上
に
投
資
を
し
て
い
ま

す
。ゼ
ロ
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
を
立
ち
上
げ
た
と
い
う
点
で
は
、私

も
平
野
さ
ん
と
同
じ
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー（
起
業
家
）で
す
ね
。

―
　ど
の
よ
う
に
し
て
イ
ン
フ
ォ
テ

リ
ア
と
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
と
の

か
か
わ
り
は
、日
本
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
へ
の
投
資
の
な
か
で
、あ
る
企
業
の

方
に
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。平

野
さ
ん
と
お
会
い
し
、世
界
を「
つ
な

ぐ
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
野
洋
一
郎
代
表
取
締
役
社
長
／

C
E
O（
以
下
：
平
野
）：
も
と
も
と

ア
メ
リ
カ
、と
く
に
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

へ
の
進
出・投
資
を
検
討
し
て
い
ま 

し
た
。し
か
し
、ゼ
ロ
か
ら
の
進
出・ 

「
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
」が

目
指
す
未
来対 談

平　野 ウッザマン
代表取締役社長／ CEO Anis Uzzaman 社外取締役

1

投
資
は
自
力
で
行
う
こ
と
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん
な
時
ウ
ッ
ザ

マ
ン
さ
ん
と
出
会
い
、付
き
合
い
が

深
ま
る
な
か
で
、彼
の
力
を
借
り
よ

う
と
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。た
と
え
ば
、彼
の
協
力
でY 

Com
binator（

ワ
イ
コ
ン
ビ
ネ
ー

タ
ー
※
1
）のD

em
o D

ay

に
も
参
加

し
て
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
投
資
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
こ
は
世
界 

中
か
ら
約
1
万
社
も
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
が
応
募
す
る
な
か
、選

ば
れ
た
1
0
0
社
に
満
た
な
い
企

業
だ
け
が
デ
モ
を
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
で
、そ
の
競
争
率
の
高
さ
か
ら

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
ハ
ー
バ
ー
ド

M
B
A
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
デ
モ
に
参
加
で
き
る

企
業
の
選
定
は
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク

で
、ル
ー
ル
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Y Com
binator

の
パ
ー
ト
ナ
ー
が

応
募
者
の
個
性
を
見
て
選
ん
で
い

ま
す
。そ
し
て
、い
ま
ま
で
何
を
や
っ

て
き
た
か
と
い
う
の
は
重
視
し
ま
せ

ん
。む
し
ろ
、ス
タ
ー
ト
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
を
最
後
ま
で
や
っ
て
い
け
る
か

ど
う
か
、そ
れ
を
応
募
者
の
個
性
で

見
極
め
ま
す
。ビ
ジ
ネ
ス
が
具
現
化

さ
れ
て
い
な
い
初
期
段
階
の
場
合
、

最
初
の
ア
イ
デ
ア
が
最
後
に
変
わ
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で

す
。た
と
え
る
な
ら
ば
、作
り
始
め

た
リ
ン
ゴ
の
出
来
上
が
り
は
オ
レ
ン

ジ
で
し
た
、と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。そ
し
て
、リ
ン
ゴ
か
ら
オ
レ
ン
ジ

に
変
わ
ろ
う
と
も
き
っ
ち
り
遂
行
で

き
る
能
力
、バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
、柔
軟

性
、こ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
な
の
で
す
。

―
　日
本
企
業
の
海
外
展

開
は
難
し
い
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
な
か
で
、う

ま
く
海
外
展
開
で
き
る
日

本
企
業
の
特
徴
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
や
は
り
、最

初
か
ら
海
外
を
見
た
事

業
を
打
ち
立
て
て
展
開
し
て
い
る

日
本
企
業
は
強
い
と
思
い
ま
す
。そ

の
点
で
、イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
の
戦
略

は
正
し
い
と
思
い
ま
す
。何
を
開
発

す
る
か
、ど
ん
な
製
品
に
す
る
か
、

の
時
点
で
初
め
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル

展
開
が
で
き
る
も
の
を
事
業
と
し

て
選
択
し
て
い
ま
す
。最
先
端
の
プ

ロ
ダ
ク
ト
や
技
術
を
活
用
し
、世
界

中
に
広
が
る
U
I・U
X
※
2
を
心
が 

け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
の
や
り
方
は
、今

後
海
外
展
開
を
試
み
る
日
本
企
業

が
倣
う
べ
き
点
で
は
な
い
か
と
思
い 

ま
す
。

平
野
：
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
世
界
は
、

他
の
産
業
に
く
ら
べ
て
フ
ラ
ッ
ト
で

す
。O

S
や
開
発
言
語
と
も
に
世
界

共
通
で
す
。私
は
、フ
ラ
ッ
ト
ゆ
え
に

世
界
共
通
で
使
え
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
ま
し
た
。一方
で
、こ
れ
ま
で

日
本
の
シ
ス
テ
ム
開
発
企
業
の
多
く

が
個
別
の
受
託
開
発
で
し
た
。受
託

開
発
は
、簡
単
か
つ
確
実
に
売
り
上

げ
を
確
保
で
き
る「
お
い
し
い
食
べ

物
」で
す
。し
か
し
、イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア

は
、世
界
に
役
立
つ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を

開
発
す
る
と
い
う
考
え
か
ら
、あ
え

て
受
託
開
発
と
い
う「
お
い
し
い
食

べ
物
」を
避
け
て
、一貫
し
て
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
製
品
を
提
供
し
て

き
ま
し
た
。

―
　日
本
だ
け
で
な
く

世
界
で
も
通
用
す
る
と
い

う
も
の
は
ど
ん
な
も
の
で

し
ょ
う
か
？

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
世
界
の
ト

レ
ン
ド
に
乗
る
こ
と
が
と
て
も
重
要

で
す
。た
と
え
ば
、写
真
共
有
サ
ー

ビ
ス
のInstagram

(

イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム)

が
登
場
し
て
、写
真
共
有
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
ト
レ
ン
ド
が
誕
生
し
ま
し

た
。一般
的
に
、大
企
業
は
こ
う
し
た

ト
レ
ン
ド
を
追
い
か
け
る
の
が
遅
い

傾
向
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、ト
レ
ン

ド
は
移
り
変
わ
り
が
激
し
く
、2
年

単
位
で
変
わ
り
ま
す
。大
企
業
も
こ

う
し
た
ト
レ
ン
ド
を
追
う
こ
と
が
重

要
で
す
。ト
レ
ン
ド
に
乗
る
た
め
に

は
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
、い
う
な

ら
ば
、革
新
を
生
み
出
す
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
業
界
と
の
か
か
わ
り
が
重

要
で
す
。日
本
の
企
業
は
も
っ
と
ス 

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
か
か
わ
り
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
る
べ

き
で
す
。幸
い
に
し
て
、イ
ン
フ
ォ
テ

リ
ア
に
は
こ
う
し
た
体
制
が
で
き
て

い
ま
す
。

平
野
：
日
本
の
企
業
は
や
は
り
こ
う

し
た
ト
レ
ン
ド
に
乗
る
と
い
う
認
識

が
足
り
な
い
と
思
い
ま
す
。現
在
名

だ
た
る
大
手
企
業
が
苦
境
に
陥
っ
て

い
ま
す
が
、ト
レ
ン
ド
に
乗
れ
て
い

な
い
か
ら
、こ
う
し
た
問
題
が
起
き

る
の
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
日
本
の
多
く
の
企

業
は
変
わ
る
こ
と
に
対
し
て
遅
く
、

組
織
と
し
て
不
十
分
だ
と
思
い
ま

す
。た
と
え
ば
、サ
ム
ス
ン
電
子（
韓

国
）は
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
の
技
術
を
吸
収
す
る
べ
く

2
0
0
名
以
上
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。日
本
企

業
で
は
せ
い
ぜ
い
２
～
３
名
で
す
。

そ
し
て
、そ
う
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
業
務
を
通
じ
て
、良
い
も
の
を
引

*1 Y Combinator (ワイコンビネーター）：米国カリフォルニア州のVC（ベンチャーキャピタル）。少ないお金を出資しながら、徹底的に次の投資ラウンドに進めるように指導するのが特徴。最強のスタートアップ養成スクールとも呼ばれる。
*2  UI・UX（ユーアイ・ユーエックス）：ユーザーインターフェイズならびにユーザエクスペリエンス。近年のスマホアプリの成長等により、直感的にわかりやすい操作性、何度も試したい経験（エクスペリエンス）の重要性が高まっている。
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き
出
し
て
、そ
れ
を
自
社
の

製
品
開
発
に
活
か
し
て
い
ま

す
。そ
し
て
、サ
ム
ス
ン
電
子

は
1
社
で
は
な
く
、サ
ム
ス

ン
グ
ル
ー
プ
の
複
数
社
が
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
ア
プ
ロ
ー

チ
し
て
、お
互
い
切
磋
琢
磨

し
て
い
ま
す
。日
本
企
業
も
、

こ
う
し
た
体
制
を
見
習
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

―
　
今
後
、ど
ん
な
技
術

が
重
要
に
な
る
の
で
し
ょ 

う
か
？

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
ベ
ー
ス
に
は
、

ク
ラ
ウ
ド
、モ
バ
イ
ル
、ソ
ー

シ
ャ
ル
が
あ
り
、そ
の
上
に

バ
ー
テ
ィ
カ
ル（
縦
の
軸
）と

し
て
、C
R
M（
顧
客
管
理
）、ペ
イ
メ

ン
ト（
電
子
決
済
）な
ど
が
あ
り
ま

す
。そ
し
て
、今
後
の
ト
レ
ン
ド
で
注

目
す
べ
き
は
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、人
工

知
能（
A
I
）の
活
用
で
す
。ま
た
、イ

ン
フ
ォ
テ
リ
ア
が
手
掛
け
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る
フ
ィ

ン
テ
ッ
ク
も
重
要
な
技
術
で
す
。

―
　
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
今
後
ど
の
よ

う
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
で

し
ょ
う
か
？

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
電
子
決
済
のPayPal

やSquare

と
い
っ
た
会
社
は
も
と

も
と
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
で
あ
り
、ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業
な
が
ら
も
金
融
分

野
に
進
出
し
ま
し
た
。フ
ィ
ン
テ
ッ
ク

と
は
、こ
う
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
企
業 

が
金
融
の
業
務
を
テ
イ
ク
オ
ー
バ
ー

す
る（
引
き
継
ぐ
）流
れ
で
す
。そ
し

て
、こ
う
し
た
流
れ
は
金
融
だ
け
に
限

り
ま
せ
ん
。ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し

て
、人
工
知
能
で
分
析
す
る
こ
と
で
、

金
融
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、医
療・農

業
と
い
う
分
野
に
お
い
て
、ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
企
業
が
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を

占
め
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。こ
れ

が
現
在
の
ト
レ
ン
ド
で
す
。

平
野
：
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
は
金
融
業
界

の
革
命
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。革
命

と
は
、プ
レ
イ
ヤ
ー
が
変
わ
る
こ
と

で
す
。プ
レ
イ
ヤ
ー
が
変
わ
る
こ
と

で
、新
し
い
価
値
が
生
ま
れ
ま
す
。そ

し
て
、プ
レ
イ
ヤ
ー
を
変
え
る
た
め

に
は
、新
し
い
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
興

り
、成
長
し
て
い
く
こ
と
で
実
現
さ
れ

て
い
く
の
で
す
。

―
　
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
の
魅
力
、期

待
す
る
と
こ
ろ
、期
待
し
て
ほ
し
い

と
こ
ろ
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ 

う
か
？

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
の
魅

力
は
、意
思
決
定
の
ス
ピ
ー
ド
が
速

く
、新
し
い
も
の
を
取
り
入
れ
や
す
い

こ
と
で
す
。企
業
が
大
き
く
な
る
と
、

動
き
が
鈍
く
な
り
ま
す
が
、イ
ン
フ
ォ 

テ
リ
ア
の
場
合
は
、新
し
い
も
の
を
取

り
入
れ
て
実
行
す
る
こ
と
が
と
て
も
ス

ピ
ー
デ
ィ
で
効
率
的
だ
と
思
い
ま
す
。

平
野
：
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
は
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
製
品
を
開
発
し
て
い
る
会
社

で
あ
り
受
託
開
発
で
は
な
い
の
で
、お

客
様
が
今
欲
し
い
と
思
う
こ
と
は
や

り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
２
～
３
年
先
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
、あ
る

い
は
、必
要
と
な
る
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
を
見
越
し
て
、開
発

を
し
て
い
ま
す
。た
と
え
ば
、

イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
で
あ
る「Handbook

」

は
、iPad

が
登
場
す
る
前
か

ら
こ
う
し
た
コ
ン
セ
プ
ト
が

根
付
く
と
考
え
て
開
発
し

ま
し
た
。そ
し
て
、ブ
ロ
ッ
ク

チ
ェ
ー
ン
も
話
題
と
な
る
2

年
以
上
前
か
ら
注
視
し
て

い
ま
し
た
。そ
し
て
、今
後
の

注
力
分
野
がIoT(Internet 

of Things

：
あ
ら
ゆ
る

モ
ノ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
接
続
す
る
仕
組
み)

で

す
。あ
ら
ゆ
る
デ
バ
イ
ス
が

つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
は

4
年
以
上
前
か
ら
考
え
て

い
ま
し
た
。そ
し
て
、そ
れ
を
実
現

す
る
製
品
を
今
年
投
入
す
る
予
定 

で
す
。

―
　
最
後
に
株
主
の
皆
様
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

ウ
ッ
ザ
マ
ン
：
株
主
の
皆
様
に
お
願

い
し
た
い
の
は
、既
存
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

守
り
な
が
ら
も
、新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で

す
。既
存
の
ト
ラ
ッ
ク
を
守
り
な
が
ら

も
、新
し
い
ト
ラ
ッ
ク
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
。チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
は
必
ず

し
も
成
功
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、チ
ャ
レ
ン
ジ
な
し
で
は
企
業

の
成
長
は
見
込
め
ま
せ
ん
。成
長
に 

向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
こ
そ

が
グ
ロ
ー
バ
ル
で
戦
う
企
業
に
と
っ

て
重
要
な
の
で
す
。

平
野
：
イ
ン
フ
ォ
テ
リ
ア
を
世
界
に

役
立
つ
会
社
に
育
て
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、言
わ
れ
た
こ
と

を
や
る
の
で
は
な
く
、ト
レ
ン
ド
の
流

れ
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。ウ
ッ

ザ
マ
ン
さ
ん
を
含
め
た
社
内
外
の

パ
ー
ト
ナ
ー
の
知
見
を
活
か
し
な
が

ら
、世
界
に
役
立
つ
会
社
を
目
指
し 

ま
す
。

対談のロングバージョンを WEB で公開中です
https://www.infoteria.com/jp/ir
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